
 

 

 

 

 

 

海洋技術フォーラム シンポジウム 

海運-港湾-鉄道 の  
システムズイノベーション を考える  

平成２２年５月１２日 （水）13:00-17:30 

東京大学 本郷キャンパス 小柴ホール 

【【ププロロググララムム】】                                                                                              司司会会：：末末岡岡英英利利  

1133：：0000--1133：：1100    挨挨拶拶                                      海海洋洋技技術術フフォォーーララムム代代表表                湯湯原原哲哲夫夫  
                                                              

1133：：1100--1144：：0000    招招待待講講演演                              PPrriinncciippaall  ooff  tthhee  BBeecckkeetttt  GGrroouupp          JJeeaannnniiee  BBeecckkeetttt  

                ““IInnnnoovvaattiivvee  SSoolluuttiioonnss  ttoo  FFrreeiigghhtt  MMoobbiilliittyy  iinn  aa  CChhaannggiinngg  EEnnvviirroonnmmeenntt””  
          

1144：：0000--1166：：4400    講講演演  

（（１１））  荷荷主主かからら    「「ココンンテテナナ物物流流のの現現状状とと低低環環境境負負荷荷へへのの取取りり組組みみ」」  

                      キキヤヤノノンン株株式式会会社社  ロロジジスステティィククススセセンンタターー担担当当部部長長                            堀堀井井宣宣幸幸  

（（２２））  海海運運かからら    「「海海運運かかららみみたた  海海運運‐‐港港湾湾‐‐鉄鉄道道  シシスステテムムズズイイノノベベーーシショョンン」」  

                                      日日本本郵郵船船株株式式会会社社  渉渉外外ググルルーーププ                              合合田田浩浩之之    

                        ＜＜    休休憩憩    1100 分分    ＞＞  

（（３３））  民民営営化化タターーミミナナルルかからら    「「名名古古屋屋港港・・港港湾湾改改革革～～自自働働化化・・シシーームムレレスス化化へへののチチャャレレンンジジ」」  

                                      飛飛島島ココンンテテナナ埠埠頭頭株株式式会会社社  相相談談役役                            内内山山人人司司  

（（４４））  鉄鉄道道かからら    「「ＪＪＲＲ貨貨物物  国国内内外外一一貫貫輸輸送送にに対対すするる取取りり組組みみ」」  

                                  ＪＪＲＲ貨貨物物  ロロジジスステティィククスス本本部部国国際際物物流流開開発発部部長長                  吉吉澤澤  淳淳  

（（５５））  大大学学かからら    「「低低炭炭素素型型シシーームムレレスス物物流流のの実実現現にに向向けけてて～～海海運運・・港港湾湾・・鉄鉄道道へへのの期期待待」」  

                                      東東京京大大学学  シシスステテムム創創成成学学専専攻攻  特特任任教教授授                    末末岡岡英英利利  

1166::4400  --1177::3300    パパネネルルデディィススカカッッシショョンン                                                

                    海海運運・・港港湾湾・・鉄鉄道道にによよるるシシスステテムムズズイイノノベベーーシショョンン実実現現へへのの課課題題  

パパネネリリスストト：：  講講演演者者,,    モモデデレレーータタ  及及びび  総総括括：：  湯湯原原哲哲夫夫  

                                  

【【 申 込 ・お問い合わせ 】 

海洋技術フォーラム HP からお申込みください。定員 150 名。 

https://blog.canpan.info/mt-forum/ 

【主催】 海洋技術フォーラム 
（共催:東京大学 海運造船新技術戦略寄付講座 ） 

 
【開催主旨】 
  港湾が国際海上輸送と内陸輸送の結節点として重要な役割を果たすことは言うまでもありません。 

特にコンテナ輸送に代表される物流においては海運・港湾・陸運が三位一体となって 
シームレスな複合一貫輸送を実現することが、産業力強化、ひいては低環境負荷社会の実現に貢献します。

  本シンポジウムでは、今後鉄道の役割も重要になるという認識も踏まえ、海運・港湾・鉄道を 
総合的なシステムとしてとらえ、その将来像・システムズイノベーションについて考えていきます。 

参加無料・日英同時通訳付き 


